
� 喧嘩両成敗
～戦国大名今川氏の権力～

１　中世における喧嘩

　「獄前の死人訴えなくば検
けん

断
だん

なし」とは中世の法
ほう

諺
げん

で、「牢獄の前に死体が転がっていても、訴
える者がいなければ捜査は始まらない」という意味である。中世社会は徹底した自

じ

力
りき

救
きゅう

済
さい

の社
会で、私的な怨恨あるいは動産・不動産の所有権をめぐるトラブルの解決方法として喧

けん

嘩
か

が行わ
れ、紛争当事者が武士であった場合の喧嘩は当然のことながら合戦となった。家人の私的な喧嘩
が、時として主人同士の合戦に発展し大規模な騒擾となることも多かった。
　やがて、こうした事態を避けるための慣習が成立した。喧嘩で人が殺された場合に、被害者が
加害者に下

げ

手
しゅ

人
にん

（必ずしも犯人である必要はなく加害者の集団に属する構成員なら誰でもよい）
の引渡しを求め、被害者は下手人の顔を見ることによって復

ふく

讐
しゅう

に代える、という解決方法である。
もちろん引き渡された下手人を被害者側が処刑してしまうことも多く、被害者が加害者に犯人の
処罰を要求・実行させて合戦を回避するという方法もとられた。
　戦国大名のなかには、家

か

中
ちゅう

の私的合戦や家人同士の喧嘩から他家との合戦に至ることを避け
るため、喧嘩両成敗という法理を家法に採用する者もあらわれた。喧嘩両成敗とは、喧嘩の原因
を問わず当事者双方に同等の刑罰（原則として死罪）を課すというものである。

２　私闘・私戦の禁止

　喧嘩両成敗は、室町幕府の「故
こ

戦
せん

防戦の法」にその先駆的形態がみられるとされる。「故戦防
戦の法」とは、攻撃を仕掛けた（故戦）側を防戦した側より重めに処罰するというもので、私闘・
私戦を行った双方を処罰することで、私闘・私戦を禁止しようとした。

　「大内氏壁
かべ

書
がき

」は45条において、米銭の貸借のトラブルから喧嘩に及べば、「国中の忩
そう

劇
げき

」（国
中の騒乱）となり「不

ふ

忠
ちゅう

の族
やから

」であるとして、借銭・借米のトラブルは双方ともに罪科に処す
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と定めて〈史料１〉、喧嘩禁止を打ち出している。また「結
ゆう

城
き

氏新法
はっ

度
と

」80条〈史料２〉と「吉
きっ

川
かわ

氏法度」18条〈史料３〉は、喧嘩の加勢を禁止して当事者間の決闘のみ認めるとし、同19条〈史

料３〉では、喧嘩で死亡した者の領地半分は子どもに与えるなどとしている。これらは、喧嘩禁
止の方向を打ち出しつつ、大規模な騒擾を避けるために喧嘩の範囲を当事者間のみに限定すると
いう対処方法をとっている。
　一方、「塵

じん

芥
かい

集
しゅう

」20条〈史料４〉は、喧嘩を仕掛けた側に道理があったとしても、仕掛けた
者の落ち度とすると定め、「六

ろっ

角
かく

氏
し

式
しき

目
もく

」12条〈史料５〉では、喧嘩で父あるいは子を討たれた
としても堪

かん

忍
にん

して六角氏に注
ちゅう

進
しん

せよと命じ、喧嘩に及んだ場合は攻め掛けた方を非としている。
これらは、室町幕府の「故戦防戦の法」と同じく、故戦側の処罰を重くして私闘・私戦を防ごう
という規定である。

３　喧嘩両成敗の定立

　これらに対して、典型的な喧嘩両成敗を規定したのが「今
いま

川
がわ

仮
か

名
な

目
もく

録
ろく

」である。「今川仮名目録」
は８条〈史料６〉において、喧嘩を行った者は理由を問わず双方死罪に処すと明確に規定してい
る。喧嘩両成敗は、自力救済による私闘・私戦を否定して、紛争の調停を大名権力の下に一元化
し、その裁判権に服させることを目的として定められた。多くの戦国大名が、中世社会の通念で
あった自力救済を否定する方向に向かいつつ、なかなかこれを克服できなかったのに対して、今
川氏が自力救済を分国法において完全に否定したことは、今川氏の戦国大名としての権力の強さ
を物語っている。
　なお、喧嘩両成敗のような法理が人々に受け入れられていった理由として、「折

せっ

中
ちゅう

の法」とい
う考え方が指摘されている。紛争当事者のいずれにも理非は認められるので、解決方法として両
者の主張の間をとるというものである。
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